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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月10日(2013.5.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】



(2) JP 2012-532592 A5 2013.6.27

　細胞におけるＭｙｃファミリー遺伝子およびＫｌｆファミリー遺伝子の発現を活性化す
る工程を含む、機能的に分化した体細胞の増強された自己再生を誘導するためのin vitro
における方法。
【請求項２】
　Ｍｙｃファミリー遺伝子および／またはＫｌｆファミリー遺伝子をコードするベクター
を使用する、請求項１記載のin vitroにおける方法。
【請求項３】
　ベクターがウイルスベクターである、請求項２記載のin vitroにおける方法。
【請求項４】
　ウイルスベクターがレトロウイルスベクターである、請求項３記載のin vitroにおける
方法。
【請求項５】
　レトロウイルスベクターがレンチウイルスベクターである、請求項４記載のin vitroに
おける方法。
【請求項６】
　ウイルスベクターがアデノウイルスベクターである、請求項３記載のin vitroにおける
方法。
【請求項７】
　細胞を、Ｍｙｃファミリータンパク質およびＫｌｆファミリータンパク質と接触させる
工程を含む、機能的に分化した体細胞の増強された自己再生のためのin vitroにおける方
法。
【請求項８】
　Ｍｙｃファミリー遺伝子またはタンパク質がｃ－Ｍｙｃである、請求項１～７のいずれ
か１項記載のin vitroにおける方法。
【請求項９】
　Ｋｌｆファミリー遺伝子またはタンパク質がＫｌｆ４である、請求項１～７のいずれか
１項記載のin vitroにおける方法。
【請求項１０】
　Ｍｙｃファミリー遺伝子またはタンパク質がｃ－Ｍｙｃであり、そしてＫｌｆファミリ
ー遺伝子またはタンパク質がＫｌｆ４である、請求項１～９のいずれか１項記載のin vit
roにおける方法。
【請求項１１】
　機能的に分化した体細胞が、表皮細胞、上皮細胞、ケラチノサイト、ニューロン、グリ
ア細胞、軟骨細胞、膵内分泌細胞、肝細胞、内皮細胞、赤血球、リンパ球、単球、マクロ
ファージおよび樹状細胞を含む造血細胞、心筋細胞および他の筋肉細胞、骨芽細胞および
破骨細胞からなる群より選択される、請求項１～１０のいずれか１項記載のin vitroにお
ける方法。
【請求項１２】
　細胞を、Ｍｙｃファミリータンパク質およびＫｌｆファミリータンパク質の活性を模倣
する生物学的または化学的な化合物と接触させる工程を含む、請求項１または請求項７記
載のin vitroにおける方法。
【請求項１３】
　前記の生物学的または化学的な化合物が、ｃ－ＭｙｃおよびＫｌｆ４タンパク質の活性
を模倣する、請求項１２記載のin vitroにおける方法。
【請求項１４】
　Ｋｌｆ４タンパク質活性を模倣する前記の化学的な化合物が、ポーロン構造クラスに属
する化学的な化合物である、請求項１３記載のin vitroにおける方法。
【請求項１５】
　ｃ－Ｍｙｃタンパク質活性を模倣する前記の生物学的または化学的な化合物が、Ｗｎｔ
シグナル伝達経路を活性化する化合物である、請求項１３記載のin vitroにおける方法。
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【請求項１６】
　Ｗｎｔシグナル伝達経路を活性化する前記の化学的な化合物が、５－チオフェンピリミ
ジンクラスに属する化学的な化合物である、請求項１５記載のin vitroにおける方法。
【請求項１７】
　Ｍｙｃファミリー遺伝子およびＫｌｆファミリー遺伝子の発現を活性化する生物学的ま
たは化学的な化合物を使用する、請求項１記載のin vitroにおける方法。
【請求項１８】
　前記の生物学的または化学的な化合物が、ｃ－ＭｙｃおよびＫｌｆ４の発現を活性化す
る、請求項１７記載のin vitroにおける方法。
【請求項１９】
　ｃ－ＭｙｃおよびＫｌｆ４の発現を活性化する前記の生物学的または化学的な化合物が
、シグナル伝達兼転写活性化因子３（ＳＴＡＴ３）のアクチベーターである、請求項１７
記載のin vitroにおける方法。
【請求項２０】
　機能的に分化した体細胞の増強された自己再生を誘導するための方法において使用する
ための、Ｍｙｃファミリー遺伝子またはタンパク質およびＫｌｆファミリー遺伝子または
タンパク質の組合せ。
【請求項２１】
　機能的に分化した体細胞の増強された自己再生を誘導するための方法において使用する
ための、Ｍｙｃファミリー遺伝子またはタンパク質およびＫｌｆファミリー遺伝子または
タンパク質を含むキット。
【請求項２２】
　機能的に分化した体細胞の増強された自己再生を誘導するためのＭｙｃファミリー遺伝
子またはタンパク質およびＫｌｆファミリー遺伝子またはタンパク質のin vitroにおける
使用。
【請求項２３】
　Ｍｙｃファミリー遺伝子またはタンパク質がｃ－Ｍｙｃであり、そしてＫｌｆファミリ
ー遺伝子またはタンパク質がＫｌｆ４である、請求項２２記載のin vitroにおける使用。
【請求項２４】
　請求項１～１９のいずれか１項記載の方法によって得ることのできる機能的に分化した
体細胞の個体群。
【請求項２５】
　請求項２４記載の機能的に分化した体細胞の個体群および薬学的に許容される担体また
は賦形剤を含む、薬学的組成物。
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